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Abs tr・act

Comparing with daily mean sea levels in Seto N aikai [the inland sea of Seto], 

the difference of more than lOcm is sometimes found between those in the east part 

and in the west part. Seto N aikai is divided into four regions and the corrected 

daily mean sea levels by the assumption of the static eff巴ctof pressure in each region 

are computed. Their anomalies (in Seto Naikai) show the strong relations with th巴

difference between daily mean sea levels in Kusimoto and in Aburatu which seems. to 

be related to the variation of the Kuroshio. Based on these phenomena, a standard 

procedure for the mean sea livel correction in a short『 periodhydrographic survey 

is presented. 
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略測や検測等，短期間の水路測量では作業期間中の験i弱資料を基準験i朝所の同期間の観測資料と比絞して測量

地の平均水面を求めている．この計算は測量地と基準験i朝所所在地との同期間の日平均潮位が，平均水面からの

｛扇情量は等しいと仮定しているものであるが，直I妾水準決lj量；によって結ぼれた験潮所の観測による日平均潮位に

ついて比較してみると，距離的に隣接している場合にも日平均潮位に数セシチメ］トルの差が認められることが

ある．平均水面の比較計算は数日間以上1か月程度の観測資料を用いれば，偏差は実用上支障がない程度であろ

うと考えられていた．しかし日平均潮位が地域的に偏差を生じ，しかもその偏差が長期間にわたって継続すれば，

計算結果に影響するととも考えられよう．そこで瀬戸内海の日平均潮位を地域別に比較してみた．

2 日平均潮位の地域偏差

瀬戸内海を大阪湾・備讃瀬戸・備後灘・広島湾の4地域lこ分けて各地域ごとに 1～2か所の験潮所を選んだ．

験i朝所と気象官暑とな次に掲げる．

大阪湾 大阪験1判所 （大阪管区気象台所管） 備後灘 尾道験i朝所 （松永i!¥IJ侯所所管）

神戸験i朝所 （神戸海洋気象台所管）

神戸海洋気象台

備讃瀬戸 宇野自主潮所 （岡山地方気象台所管）

高松験i郭所 （高松地方気象台所管）

岡山地方気象台

新居浜験i朝所（新居浜市所管）

松永測候所

広島湾 広島験i靭所 （第六管区水路部所管）

呉測候所

各験i朝資料の毎時読取i直により，昭和 36年6月 1日から 9月30日に至る 4か月間の，毎日 0時から翌日 O時

に至る 25時間の平均値宏求め，観測期間の各地の平均潮位が，いずれも等しい高さであると仮定して，日平均値

を期間平均潮位からの｛扇情量におきかえ 2か所の鋭測資料がある地域はその平均値を求めた．日平均潮位の各分

i拐の平均残値{i::hとすれば，
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ここに m は平均した時間数を，”は各分潮の角速度を表わす．各地域の 25時間平均潮位から平均残1直hを除

去して日平均潮位を求め， 4地域の日平均潮位を毎日について平均して内海日平均潮位宏求めて，各地域の日平

均潮位を内海日平均潮位からの偏筒量におきかえた．各地の潮汐調和常数と 25時間平均による残値の最大値 h'

を｝欠表に示す．
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気圧観iftlJ!底は 1日4回の定時観測値の平均を日平均気圧とし，潮位と同様に内海日平均気圧からの各地の1同僚

量を求め，気圧偏差 1mbarについて潮位偏差 1cmを生ずるものとして潮位偏差に気圧修正念施した．瀬戸内

海の日平均潮位の間差を〔図 1〕に示す．

3 潮位偏差の原因

内海における潮位偏差が発生する原因として，外海沿岸の潮位偏差が考えられる．本邦沿岸では海流の影響に

よる潮位の地域偏差が生じている．紀伊半島から九州東岸に至る沿岸て、は，四国南岸の東部を境として黒潮の影

響による潮位の地域偏差があることが知られている．このため紀伊水道と豊後水道とを通じて瀬戸内海にも詩；JI位

偏差が生ず、るものと考えられる． 串本と土佐清水および油津の験i朝j資料の毎時読取i直を 24時間平均して平均残

！直 h在除去した. j靭汐調和常数と， 24時間平均による残［直の最大値 h＇とを次表に示す．
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瀬戸内海の場合と同様に串本・土佐清水.i白津について日平均潮位偏差な求めた．各地の日平均潮位偏差左串

本 11Ilk ' i白津 11hp，大阪湾 11lz0，慌讃瀬戸 11/z8，備後浅！111 hグ，広島湾 d，，，とし，東西の日平均i車~J位偏差を Ho

とすれば

H。＝L1 lzk-L1hp=aL1110十bL1 h8+c L1 lz0+d L1 lz, 

最小自3fti去によって係数 a,b, c, dを求めてi欠去に示す．

瓦一一~－~i干円民五五l両日日広島湾
－云一一ーヨ－「－－－－－；；－－1~－1；一一「~

係数 I o.665 I -o.s17 I i.529 I -o.901 

最大実効値 5 cm 4cm 12 cm 12 cm 

この計算結果により外海と内海との日平均潮位偏差を比較して〔図 2〕に示す．これにより外海と内海とはきわ

めて共通した傾向の潮位偏差を示していることが認められる．瀬戸内海の潮位偏差は外海の潮位偏差，すなわち

黒潮変化に起因するものといえよう．

4 瀬戸内海における潮位偏差の傾向

1) 内海の東西の一端から他のf憶に向いて日平均i朝！位の傾斜がある場合， この傾向は 10～20日間にわたって

持続されることがあり，東西の差は 15cmに及ぶことがある．その多くは(iijj讃瀬戸付近を境にして大阪湾と

広島湾とは相反した変化傾向を顕著に示す．また西部は東部よりも偏差量が大きい．

2) 内海の中央官防〉ら南端に向かつて日平均潮位の傾斜がある場合，その持続期聞は5～10日で，偏差量は前

者に比絞すると小さい．

5 同一地域内の日平均潮位差

同一j血域内での日平均潮位差の状態は，精度の良い観測を続けている験潮所が少ないので明白にできないが，

同一地域内の 2か所の験潮資料を比較すると，備後i難と（晴讃i頼戸では正常な気象状態の日で土 3cm程度，大阪

湾、では土 5cm程度の差が認められる．

6 長周期潮の影響について

日平均潮位の地域的偏差が生ずる原因の一つに長周期i執が考えられる．長周期i~nを次表に示す．

分
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M m  

Mf 

MS/I 

周
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日
27.55 

13.66 

14.77 

これらの値は，いずれも 1年間の観測資料から求めたものであるが，計算期間が異なることと，長周期i朝の不安

定に原因する誤差が含まれている．この常数により瀬戸内海における長周期i初の影響による日平均潮位偏差を求

めると，最大 3cm以内である．したがって長周期湖は潮位偏差のおもな原因ではないと考えられる．

7比較験潮による平均水面の算出に及ぼす潮位偏差の影響について

短期間の験i朝l資料を用いて王！？ー均水面を求める場合，基準験i朝所の選び方によっては潮位偏差による誤差がはい

ることがある．〔図 1〕の潮位偏差から 7日， 15日， 30日間ずつの移動平均値を各地域ごとに求めて比較してみ
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た．平均水面の計算誤差~ 5cm以内にとめるとすれば，次に述べるような選定基準が考えられる．

1) 30日間の資料で比較計算念行なう場合は，内海のどの基準数i朝所を選んでもよい．

2) 15日間の場合は同一海域内の基準験i朝所を選ぶ． ただし備讃瀬戸と備後灘とは同一海域とみなしてもよ

し、．

3) 7日間あるいは， ζれ以下の場合は，同一海域内の最も近い基準験i朝所を選ぶ！必要がある．

8むすび

ζの謂査は瀬戸内海そ4海域に分けて行なったものであるが，播磨灘・伊予i難・周防灘等の海域は観測資料が

入手できなかったので割愛せざるを得なかった．また同一海減内の偏差の状態も調査を行なう必要ーがある．おわ

りにこの調査に指導と協力を賜わった第六管区海上保安本部水路部長ー梅田次昌，水路部水路課 中能延行，同

桑木野文章の諸氏に厚くお礼申し上げる．
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瀬戸内海の 潮 位 偏 差 （図 1) 
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内海との潮位偏差 η 比較（図2)

一一一外海（串本一油津）， ・－－－－－－内海（計算憧）

と外海
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